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(１)学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

ア 定員を変更する学科等を設置する大学等の現状把握・分析 

喫緊の社会的問題である地域における医師不足について、熊本県の医療施設に従事する

医師の６割が熊本市内（都市部）に集中しており、医師の偏在が課題となっている。また、

地域で勤務する医師のうち、65 歳以上の割合は年々高まっており、高齢化が進んでいる。 

これまで医学部医学科において、熊本県に定着し、地域医療を担う医師の確保を促進する

ため、学校推薦型選抜に「地域枠」を設け、人材の育成・輩出に貢献してきたが、地域医療

を担う医師の確保に向けて、今後も熊本県と連携して取り組む必要がある。 

 

イ 地域・社会的動向等の現状把握・分析 

熊本県が 2020 年に策定した「第 7 次熊本県保健医療計画」（計画期間：平成 30（2018）

年度から令和 5（2023）年度までの 6年間）の熊本県医師確保計画において、本県の医療施

設に従事する医師数（平成 30（2018）年：5,091 人）については、その６割が熊本市に集中

し、平成 28（2016）年から平成 30（2018）年の間に熊本市内の医師数が７人増加したのに

対し、熊本市外の医師数は 83 人増加しており、熊本市外の医師数は増加傾向にあるものの、

未だ医師の地域偏在は大きい状況にあるとされ、また、地域で勤務する医師のうち、65 歳

以上の割合は年々高まっており、高齢化の傾向にあることも課題であるとされている。【資

料１】 

その他、熊本県の地域医療における将来推計として、2036 年に向けて、県全体では人口

は減少傾向にあるものの、医療需要は増加傾向にあり、厚生労働省の計算によると、将来時

点において、複数の圏域で医師が不足する可能性がある。【資料２】 

これまで、熊本大学では、熊本県と連携し、地域や診療科の医師確保の観点から、令和 5

年度までに 95名の地域枠学生を確保し、そのうち 46 名が現在、臨床研修を終え、へき地等

医療機関を中心に、県内の各地域で医師として地域医療に貢献している。 

 

ウ 趣旨目的、教育内容、定員設定等 

熊本大学医学部医学科では、医学科学生が卒業する際に獲得しているべき能力を明文化

した「熊本大学医学部医学科学修成果」を定めており、7 つのコア教育成果を掲げている。

その一つに「地域医療と社会貢献」があり、「地域医療の現状と問題点を認識し、地域住民

の健康増進に貢献するため、地域の保健・医療・福祉・介護及び行政との連携協力するため

の知識、技能、態度を有する」よう教育することとしている。 

地域医療を担う医師養成の観点から、1年次には、必修科目「地域医療・福祉体験実習コー

ス」にて、療養型病院など地域の医療・介護・福祉の現場で患者や住民の側から医療・福祉

をみる体験を積み、患者と接する態度を学び、3年次には、必修科目「早期臨床体験実習Ⅲ

（R5年度入学者からは「地域医療・プライマリケア体験実習コース」の科目名で開講）」に

て、熊本県内各地の診療所等での体験実習を通し、地域医療への理解を深めている。また、

平成 30 年度より「特別臨床実習」の地域医療実習を必修化し、地域医療に関する教育を充

実させている。 
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さらに、熊本県医師修学資金被貸与者と自治医科大学生(熊本県出身)が協力し、聞き取り

調査等により、地域の問題点を探り出す「夏季地域医療特別実習」を実施するとともに、地

域医療に関して、教員によるレクチャー、学生による発表会を「地域医療ゼミ」として実施

している。 

これらの教育によって、地域医療を担う医師を養成し、地域の課題解決に向け、貢献する。 

入学定員の増員に係るこれまでの経過は以下のとおりである。 

[平成 21 年度 入学定員：110 名] 

平成 19 年度の「緊急医師確保対策」に基づく 5名の増員及び「経済財政改革の基本方

針 2008」に伴う 5名の増員によって、平成 21 年度から入学定員を 10名増員した。 

[平成 22 年度～平成 31年度 入学定員：115 名] 

「経済財政改革の基本方針 2009」により、熊本県医師修学資金（地域枠）の給付を条

件とした推薦入試（地域枠）を新設し、5 名増とした。 

 [令和 2年度～令和 5年度 入学定員：105 名] 

平成 31 年度までに認可を受けた臨時的な定員数 10 名から 2 年間を通じて地域枠の学

生を確保できていない定員数 4 名を減じた数 6 名を上限として増員申請数を熊本県と協

議し、令和 3 年度までの期限を付した再度の入学定員 5名増を行った。 

次いで、今回、熊本県から、上記のような状況を踏まえ、本学に対して地域医療に従事

する医療人育成及びその増員の延長について要望があったため、令和 2 年度からの増加

と同様の枠組みを維持し、引き続き 5 名増員を設定した。（令和 6 年度入学定員：105 名） 

入学金、授業料については、文部科学省令｢国立大学の授業料その他の費用に関する省

令｣に基づき、「国立大学法人熊本大学諸料金規則」に定める入学料 282,000 円、授業料年

額 535,800 円とする。 

 

エ 学生確保の見通し 

Ａ．学生確保の見通しの調査結果 

本学医学部医学科の志願倍率は、以下の図 1 に示すとおり、平成 21年度から令和５年

度まで、常に 3.5 倍以上を維持している。一般入試に面接試験を導入した平成 26 年度以

降は、志願者数が微減しているが、長期的かつ安定的に入学定員を上回る入学希望者が存

在することが推測できる。 

 

図１ 熊本大学医学部医学科の志願倍率の推移（平成 21 年度～令和５年度の実績値） 
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次に、以下の表１に示すように、地域枠受験者の中で、大学入学共通テストの難化によ

り、合格判定基準を満たず合格者が少なかった令和 4年度入試を除き、入学者数も定員を

充足しており、熊本県内出身者は 30～40％を占めている（地域枠入学者含む）。 

また、表２に示すように、過去 10年（平成 26年度～令和 5年度）の地域枠の志願倍率

は、大学入学共通テストの難化の影響により志願者が少なかった令和 4年度を除き、2.0

倍以上を維持している。なお、令和 4年度の大学入学共通テストの難化により、合格判定

基準を満たず合格者が少なかった状況を踏まえ、合否判定基準の見直しを行っている。 

以上のことを踏まえ、臨時定員の増員後においても、十分に入学定員を充足できると考

えている。 

表１ 熊本大学医学部医学科 志願者・入学者状況 

 

 

表 2 熊本大学医学部医学科 地域枠志願者・入学者状況 

 

志願者数 入学者数 志願者数 入学者数 入学者の割合 志願者数 入学者数 入学者の割合 志願者数 入学者数 入学者の割合

平成21年度 110 886 111 243 41 37% 329 49 44% 314 21 19%
平成22年度 115 871 116 272 45 39% 349 55 47% 250 16 14%
平成23年度 115 923 116 290 52 45% 354 44 38% 279 20 17%
平成24年度 115 1,133 116 292 42 36% 415 35 30% 426 39 34%
平成25年度 115 868 116 210 40 34% 352 56 48% 306 20 18%
平成26年度 115 609 116 141 26 22% 270 54 47% 198 36 31%
平成27年度 115 770 115 149 31 27% 299 54 47% 322 30 26%
平成28年度 115 411 115 107 36 31% 151 52 45% 153 27 24%
平成29年度 115 599 116 132 42 36% 184 37 32% 283 37 32%
平成30年度 115 410 115 116 40 35% 147 46 40% 147 29 25%
平成31年度 115 620 116 129 45 39% 209 50 43% 282 21 18%
令和2年度 110 574 110 123 41 37% 206 54 49% 245 15 14%
令和3年度 110 388 110 125 51 46% 151 45 41% 112 14 13%
令和4年度 110 481 108 126 39 36% 166 55 51% 189 14 13%
令和5年度 110 432 110 135 43 39% 163 47 43% 134 20 18%

九州外
区分 入学定員

全体 熊本県内 九州内（熊本県を除く）

定員充足率

一般枠等 地域枠 （％）
平成26年度 115 95 15 5 10 2.0 5 100.0%
平成27年度 115 95 15 5 10 2.0 5 100.0%
平成28年度 115 95 15 5 11 2.2 5 100.0%
平成29年度 115 95 15 5 13 2.6 5 100.0%
平成30年度 115 95 15 5 18 3.6 5 100.0%
平成31年度 115 95 15 5 15 3.0 5 100.0%
令和2年度 110 90 15 5 14 2.8 5 100.0%
令和3年度 110 90 15 5 10 2.0 5 100.0%
令和4年度 110 87 15※ 8 8 1.0 1 12.5%

令和5年度 110 87 15※ 8 18 2.3 8 100.0%

※熊本みらい医療枠10名を含む。

推薦入試
志願者数 志願倍率 入学者数

年度
入学
定員

（内訳） 地域枠

一般
入試
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Ｂ．医学部医学科の分野の動向 

今回、近隣大学として、九州内の医学部の志願動向を調査した。 

【資料３】のとおり、令和４年度入学者選抜において、どの大学も実質競争倍率は 2.2

倍以上であり、医学部医学科の需要が確認できる。 

本学においても実質競争倍率は 4.26 倍であり、近隣大学と変わらず需要があり、定員

を充足できると考えている。 

 

Ｃ．中長期的な 18歳人口の全国的、地域的動向等 

１８歳人口（男女別）の将来推計【資料４】において、2018 年以降再び減少局面に突

入し、今後、2032 年には初めて 100 万人を割って約 98万人となり、さらに 2040 年には

約 88万人にまで減少するという推計が示されており、熊本県における 18歳人口につい

ても、以下の表３のとおり 2016 年から減少傾向にある。 

 

表 3 熊本県 18 歳人口推移 

 

（出典：熊本県 HPの「熊本県の人口と世帯数」を基に作成） 

 

また、大学入学者数等の将来推計について【資料５】、2040 年の大学入学者数は

510,110 人と推計され、2022 年度の大学入学定員の総数 626,532 人に比べ約 8割になる

とされている。 

しかしながら、18歳人口が減少傾向にあるところ、上記図 1で示したとおり、本学の

医学部医学科の志願倍率は、常に 3.5 倍以上を維持している。 

あわせて、九州外からの志願者が他学部は 10%程度であるのに対し、以下の表 4のとお

り医学部医学科では 30～40％程度を占めており、九州外からも十分な志願者を得られる

見込みである。 

表４ 熊本大学医学部医学科 熊本県、九州内、九州外志願者状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 グラフ

熊本県
18歳人口数

17,403 17,235 17,014 16,628 15,977 16,164 16,269

全体

全体に占め

る割合

全体に占め

る割合

全体に占め

る割合

平成21年度 110 886 243 27% 329 37% 314 35%
平成22年度 115 871 272 31% 349 40% 250 29%
平成23年度 115 923 290 31% 354 38% 279 30%
平成24年度 115 1,133 292 26% 415 37% 426 38%
平成25年度 115 868 210 24% 352 41% 306 35%
平成26年度 115 609 141 23% 270 44% 198 33%
平成27年度 115 770 149 19% 299 39% 322 42%
平成28年度 115 411 107 26% 151 37% 153 37%
平成29年度 115 599 132 22% 184 31% 283 47%
平成30年度 115 410 116 28% 147 36% 147 36%
平成31年度 115 620 129 21% 209 34% 282 45%
令和2年度 110 574 123 21% 206 36% 245 43%
令和3年度 110 388 125 32% 151 39% 112 29%
令和4年度 110 481 126 26% 166 35% 189 39%
令和5年度 110 432 135 31% 163 38% 134 31%

区分 入学定員 志願者数

九州外

志願者数

九州内
（熊本県を除く）

志願者数
志願者数

熊本県内
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以上のことから、今後 18歳人口は減少することが予想されるが、これまでの志願倍率

や他の地域からの志願状況を踏まえると、今後も十分な志願者数を確保できると考えて

いる。 

 

Ｄ．競合校の状況 

今回、九州内に限定せず、全国の医学部の志願動向を調査した。 

【資料３】（再掲）のとおり、令和 4年度入学者選抜において、国立大学全体の実質競

争倍率は 3.13 倍であり、全国的な医学部医学科の需要が確認できる。 

前述のとおり、本学においても実質競争倍率は 4.26 倍であり、全国の大学と変わらず、

定員を充足できると考えている。 

 

Ｅ．既設学部等の学生確保の状況 

適切な定員管理を行いながら、既存学部において、常に 100%以上の入学定員充足状況

であることから、医学部医学科においても、既存学部と変わらず、定員を充足できると

考えている。 

 

オ 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

１）オープンキャンパス 

毎年 8月に、全学をあげてオープンキャンパスを開催している。医学部医学科では、学

部長の挨拶に続いて、本医学科の歴史、特徴やカリキュラムの紹介、アドミッションポリ

シーを含め入試等に係る説明を行った後、施設見学・実習体験等を実施し、医学に対する

関心に対応している。 

また、オープンキャンパスに参加する受験生や保護者等を対象に入試制度等の説明を

行うほか、熊本県医療政策課による熊本県医師修学資金の説明の時間を設け、より広く制

度の周知を行っている。 

２）ガイダンス 

新入生ガイダンス、在学生ガイダンス等でも同様に熊本県医師修学資金に関する説明

の時間を設け、広報活動を行っている。 

３）その他 

県内高等学校長との懇談会、県内高等学校進路指導連絡協議会との懇談会、九州地区国

立大学・高等学校連絡協議会及び各種進学説明会等のあらゆる機会を通じて、熊本県医師

修学資金及び地域枠に関する広報活動を行っている。 

 

(2)人材需要の動向等社会の要請 

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

熊本大学医学部医学科では、医学科学生が卒業する際に獲得しているべき能力を明文化

した「熊本大学医学部医学科学修成果」を定めており、7 つのコア教育成果を掲げている。

その一つに「地域医療と社会貢献」があり、「地域医療の現状と問題点を認識し、地域住民
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の健康増進に貢献するため、地域の保健・医療・福祉・介護及び行政との連携協力するため

の知識、技能、態度を有する」よう教育することとしている。 

全国レベルの医師不足を反映して、熊本県においても地域・診療科間の医師の偏在が顕著

となり医療の提供に支障を来しているため、熊本県と協議を行い、臨時定員増により地域医

療において不足する医師の養成・確保を行うこととした。 

 

②上記が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

熊本県から、本学に対して地域医療に従事する医療人育成及びその増員の延長について

要望があったため、平成 31 年度に認可を受けた臨時的な定員数 5名を上限として増員申請

数を熊本県と協議し、5名分の増員を再度申請することとした。 

熊本県の状況として、熊本県の医療施設に従事する医師数（平成 30 年：5,091 人）につ

いては、その 6 割が熊本市に集中している。平成 28 年から平成 30 年の間に熊本市内の医

師数が 7人増加したのに対し、熊本市外の医師数は 83人増加しており、熊本市外の医師数

は増加傾向にあるものの、未だ医師の地域偏在は大きい状況である。また、地域で勤務する

医師のうち、65 歳以上の割合は年々高まっており、高齢化の傾向にある。 

また、熊本県の地域医療における将来推計として、2036 年に向けて、県全体では人口は

減少傾向にあるものの、医療需要は増加傾向にあり、厚生労働省の計算によると、将来時点

において、複数の圏域で医師が不足する可能性がある。そのため、定員増暫定措置の延長に

よる地域枠学生の確保を希望している。 

なお、熊本県内出身者を対象とした医師修学資金貸与を受けた医師は、熊本県医師修学資

金貸与医師キャリア形成プログラム（熊本県医師修学資金貸与条例，熊本県医師修学資金貸

与医師の勤務等に関する要綱で規定）の対象となり、大学卒業後には貸与を受けた期間の

1.5 倍に相当する期間、熊本県知事が指定する医師不足地域の病院等で勤務し、必要な勤務

期間を満了すると、貸与を受けた修学資金の返還が免除される。しかし、被貸与者となった

後、当該指定病院等で医師業務に従事しなかった場合等、熊本県医師修学資金貸与条例に規

定する事項に該当した場合、貸与を受けた修学資金の額に利息を加えた額を一定期間内に

一括して返還する必要が生じる。 
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271,897 280,431 288,850 296,845 304,759 311,963 40,066 14.7%

4,450 4,679 4,814 4,938 5,001 5,091 641 14.4%

2,694 2,894 3,029 3,137 3,172 3,183 489 18.2%
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出典：文部科学省HP
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出典：地域連携プラットフォーム構築に
　関するガイドライン参考資料集抜粋
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